
第 22回八戸市中心市街地活性化協議会
議 事 録

１．開催年月日   平成２８年５月９日（月） １４：００～１５：０３ 

２．開 催 場 所   八戸商工会館３階大ホール 

３．出 席 者 数   (1)委    員    ２４名 

          (2)オブザーバー     ５名 

          (3)事 務 局     ６名（タウンマネージャー含む） 

          (4)随 行 者     ５名 

４．議事の概要 

  事務局が開会を宣し、福島会長挨拶の後、事務局から規約第 14 条により委員 37名の内、24

名が出席したことから定足数を満たし、協議会として成立する旨及び会長が議長となる旨を説

明。その後議長は直ちに議事に入った。 

第１号議案 平成 27 年度事業報告並びに収支決算について 

  事務局から平成 27年度事業報告並びに収支決算について説明の後、大黒会計監事より、監

査した結果、適正かつ正確に処理されている旨報告された。議長が議場に諮ったところ全員

異議なく原案通り可決された。 

第 2号議案 平成 28 年度事業計画（案）並びに収支予算（案）について 

  事務局から平成 28年度事業計画（案）並びに収支予算（案）説明の後、議長が議場に諮っ

たところ全員異議なく原案通り可決された。 

第 3号議案 第 2期八戸市中心市街地活性化基本計画の進捗状況について 

  八戸市まちづくり文化推進室 音喜多ＧＬ並びに事務局 中村より、八戸市中心市街地活

性化基本計画掲載事業の進捗状況について説明。その後、事務局より、フォローアップ報告

書に添付する当協議会の意見書素案について説明し、議長が議場に諮ったところ全員異議な

く原案通り可決された。 

第 4号議案 第 2期八戸市中心市街地活性化基本計画の変更について 

八戸市まちづくり文化推進室 音喜多ＧＬより、第 2期八戸市中心市街地活性化基本計画

の変更について説明した後、事務局より、基本計画の変更に対する意見書（素案）について

説明し、次のような質問があった。意見書素案については原案通り可決された。 

（委員Ａ） 新美術館について、平成 31年度までに整備とのことだが、可能なスケジュー

ルなのか。また、新聞報道でカフェやミュージアムショップも備えるとのこ

とだが施設内容はどのようなものになるのか。 



（八戸市） 平成 29年度に現美術館解体、平成 30年度に新美術館の工事着工予定となっ

ている。施設内容は検討委員会で検討していく。 

 そ の 他 

   東北経済産業局商業流通サービス産業課・鈴木課長より、「商店街・まちなかインバウンド

促進支援事業」について説明した。 

 議長は、以上をもって本日の議事を終了した旨を述べ、１５時０３分に閉会した。


